




発育発達評価は,乳幼児期の各種健診・保健指導,学校健康診断,小児医療の現場など,小児

の生活しているあらゆる場面で実施されているだけではなく,保育現場や家庭の育児のな

かでもそれ相応の方法で実施されており,小児の生活場面では非常に日常的なことである。

それ故,発育発達の評価基準の設定は重要な意義をもつことはいうまでもない。特に,今日

のように小児の生活の多様化,換言すれば,養育の多様化が進むときに,それぞれの年齢や

生活実態に応じた発育発達評価基準の作成が要望されるようになることは否定できない。

この視点から,本研究においては発育発達に影響を及ぼすと考えらるる諸因子を分析検討

することによって,発育発達の評価基準作成のための有効な資料の収集とともに,発育発達

評価に必要な影響因子の解析を行ない,効果的な保健指導や生活指導の実践に役立てるこ

とを目的とした。 


